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肥料をめぐる状況
化学肥料原料の輸⼊相⼿国・輸⼊量

 主な化学肥料の原料である尿素、
りん安、塩化加⾥は、ほぼ全量
を輸⼊。世界的に資源が偏在し
ているため、輸⼊相⼿国も偏在。

 令和３年秋以降、中国による肥
料原料の輸出検査の厳格化のほ
か、ロシアによるウクライナ侵
略の影響により、我が国の肥料
原料の輸⼊が停滞したことを受
け、代替国から調達する動き。

資料︓経済安全保障推進法第48条第１項の規定に基づく調査結果をもとに作成（⼯業⽤仕向けのものを除く。）。
注︓１）「その他」には、輸⼊割合が１％未満の国の他、財務省関税課への⾮公表化処理申請に基づき貿易統計上⾮公表とされている国を含む。

２）全輸⼊量には、国産は含まれない。

１

尿素（Ｎ） りん安（Ｎ・Ｐ） 塩化加里（Ｋ）

【Ｒ２肥料年度（令和２年７月～令和３年６月）】

【Ｒ６肥料年度（令和６年７月～令和７年６月）】

○ 主な化学肥料の原料である尿素、りん安（りん酸アンモニウム）、塩化加⾥（塩化カリウム）は、ほぼ全量を輸⼊。世界
的に資源が偏在しているため、輸⼊相⼿国も偏在。尿素はマレーシア、りん安は中国、塩化加⾥はカナダが主な輸⼊相⼿国。

〇 令和３年秋以降、中国による肥料原料の輸出検査の厳格化のほか、ロシアによるウクライナ侵略の影響により、我が国の
肥料原料の輸⼊が停滞したことを受け、代替国から調達する動きがみられる。
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注︓財務省貿易統計における各⽉の輸⼊量と輸⼊額をもとに、農林⽔産省において作成。
⽉当たりの輸⼊量が5,000t台以下の⽉は前⽉の価格を表記。

○ 肥料原料の輸⼊通関価格は、2021年（令和３年）以降に上昇傾向となり、2023年（令和５年）に下落に転じたものの、
直近の中東情勢などの影響も受けて再び⾼い⽔準で推移している。

肥料原料の輸⼊価格の動向
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肥料対策の全体像 令和３年の肥料原料の輸⼊の停滞や輸⼊価格の上昇を受け、国内資源の活⽤、
原料の安定調達、価格急騰対策の観点から肥料対策を構築。
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⾷料安全保障強化政策⼤綱（改訂版）（抄）
（令和５年12⽉27⽇⾷料安定供給・農林⽔産業基盤強化本部決定）

2030 年までに、堆肥・下⽔汚泥資源の使⽤量を倍増し、
肥料の使⽤量（リンベース）に占める国内資源の利⽤割
合を 40％まで拡⼤。

2050年までに、輸⼊原料や化⽯燃料を原料とした化学
肥料の使⽤量を30％低減。（成分ベース（NPK））

みどりの⾷料システム戦略（抄）
（令和3年5⽉12⽇、令和４年６⽉21⽇みどりの⾷料システム戦略本部決定）

政府の取組⽬標・今後の政策の展開⽅向

2016年 2030年
（中間⽬標） 2050年 2021年 2030年
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 国内資源の肥料利⽤や取組の定
着に当たっては、原料供給事業
者、肥料製造事業者、肥料利⽤
者が連携した取組が不可⽋。

 これら３者それぞれにメリット
のある形での連携した取組を推
進し、各地域の状況に応じた多
様な取組を創出。

「農家が使いやすい、使いたくなる国内資源由来肥料」の例

⾼品質な堆肥 ペレット肥料 有機⼊り複合肥料

• ⽔分含量が低く、臭いも
少ない

• 作物⽣育への悪影響が少
なく、散布しやすい

• ペレット化され、広域流通
可能

• 農家が持っている散布機
（ブロードキャスター）
で撒ける

• 成分が調整されており、
化成肥料の代わりに使え
る

• BB肥料などで各品⽬の
ニーズに合った肥料が製
造できる

国内資源肥料利⽤の拡⼤への対応⽅向2
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国内肥料資源利⽤拡⼤対策事業３
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⽀援内容
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事
業
者
名

事
業
者
名

事
業
者
名

取
組
内
容

取
組
内
容

取
組
内
容

活
用
事
業

活
用
事
業

活
用
事
業

－ 国内資料資源利用拡大対策事業 －

□□畜産 △△肥料 ☆☆農業協同組合の耕種農家

ペレット加工に適した品質（水分調整
等）で肥料原料となる豚ぷん堆肥を安定
供給する。

　堆肥受け入れ施設を増強するととも
に、農家が使いやすい堆肥入り６－６－
６混合肥料の供給に向け、ペレット化に
必要な施設を整備する。

　化学肥料に代わる新たな堆肥入り６－
６－６混合肥料の効果検証を行うととも
に、散布に必要な機械を導入する。

国内肥料資源の利用拡大に向けた連携計画

課題
　〇〇地域では、畜産業から排出される家畜ふん尿を個々の畜産農家が堆肥製造等により処理してきたが、近隣に堆
肥を利用する耕種農家が少なく、家畜ふん尿の滞留が畜産経営の維持・拡大の障壁となっている。

目指す姿
　国内資源である家畜ふん堆肥を主原料とする肥料をペレット化し、県内のみならず、県外へも流通させることによ
り、供給量を増加させるとともに、耕種農家と連携し、化学肥料の代替肥料として定着させる。

原料供給事業者 肥料製造事業者 肥料利用者

「連携計画」とは︖

 国内資源の肥料利⽤の拡⼤
に向けて、事業実施主体が
連携するプレーヤーと取組
内容を整理する計画です。

 肥料原料供給者、肥料製造
事業者、肥料利⽤者のそれ
ぞれを位置付けていただく
必要がありますが、必ずし
も三者が別々の者である必
要はありません。

（例）原料供給事業者と肥
料製造事業者が同⼀の
事業者となるケース、
肥料製造事業者と肥料
利⽤が同⼀の事業者と
なるケース等）

記載例

要領別紙１別記様式第1３号

 ⼩売業者等（ホームセン
ターを含む）を肥料利⽤
者に位置付ける場合は、
双⽅の合意が確認できる
資料を添付してください。
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国内肥料資源の利⽤拡⼤に向けた取組

（⼀社）全国農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会、
（⼀社）⽇本有機資源協会、（公社）中央畜産会、
（⼀財）畜産環境整備機構、（公社）⽇本下⽔道協会、
（⼀社）全国肥料商連合会、 （公社）⽇本農業法⼈協会

関係者の機運の醸成
（国内肥料資源の利⽤拡⼤に向けた全国推進協議会）

国内肥料原料供給者、肥料製造事業者、肥料
利⽤者、関係団体、研究機関、地⽅公共団体、
関係府省庁であって、協議会の設⽴趣旨に賛同
する者。（500会員以上）

会員の中から選出する幹事を構成員と
する幹事会を設置。

協議会の具体の活動内容等を検討。

 国内肥料資源の利⽤拡⼤に向け、原料供給事業者、肥料製造事業者、耕種農家等の
関係者が⼀堂に会し、取組⽅針等を共有し機運を醸成するほか、関係者が連携した取
組を推進するため、全国推進協議会を設⽴。（令和５年２⽉）

会員

幹事会

【事務局⻑】農林⽔産省 ⽣産振興審議官

事業者間のマッチング機会（国内資源利⽤体制の構
築）の場を提供し、新たな連携づくりをサポート。

農⽔省HPにおいて、関連施策情報のほか、会員からの
情報を随時受け付け、多様な関係者による取組に関する
情報や知⾒をタイムリーに発信。

各地の先⾏事例等を基に、国内資源由来肥料の導⼊メ
リットを広く情報発信するとともに、取組のポイントや
⽣産現場での導⼊に当たって留意すべき事項等をとりま
とめ横展開を図り、⽣産現場における国内資源の肥料利
⽤の拡⼤に向けた取組を推進。

広域的な連携の取組サポート

⽣産現場での利⽤拡⼤に向けた取組を推進

先進事例の横展開・関連情報の提供

４
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広域的な連携の取組のサポート①
（マッチングの取組）

 関係事業者間の連携づくりの契機となるよう、関係事業者のニーズ等に関する情報を
⼀元的に収集し、互いに閲覧できるマッチングサイトを開設。（令和４年12⽉）

国内資源供給者

肥料メーカー
肥料販売者

関係者間の⾃主的な
マッチング活動
をサポート

肥料利⽤者

情報登録

情報発信

希望条件にマッチする事業者を検索

連携できそうな事業者とまずは直接相談︕

⾃⾝の事業者情報を登録︕１

３

当省HP

２

・・・成分量
（N-P-K（％））

⽔分量
（％）・・・肥料原料の種類・・・事業者名

・・・4-7-45%・・・鶏ふん堆肥・・・○○畜産

・・・3-3-0ー・・・下⽔汚泥由来回収リン・・・△△市
下⽔処理場

・・・7-7-0ー・・・⽜⾁⾻粉・・・□□化製場

登録情報リスト

肥料原料の種類や条件、地域を絞り込んで
希望条件に合う事業者を検索できます︕

イメージ
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 肥料原料供給事業者、肥料メーカー、肥料利⽤者、肥料販売事業者、肥料関係機械メーカー、⾃治
体、JAグループ等幅広い業界の関係者が⼀堂に会す「国内肥料資源の利⽤拡⼤に向けたマッチング
フォーラム」を開催。

 マッチングフォーラム当⽇は、学識経験者等による基調講演や肥料資源別の先⾏事例の話題提供を
はじめ、交流会では肥料サンプルや商品紹介パネル等を展⽰するなど関係者間の交流の場を提供。

広域的な連携の取組のサポート
（マッチングフォーラム等の開催）

【令和８年度の開催スケジュール】

【マッチングフォーラムの模様】

（in東京の模様） （in九州の模様）

■ マッチングフォーラム ■ シンポジウム

参加者募集開始まで今しばらくお待ちください

出展申込︓ 2026年10⽉30⽇（⾦）まで 参加者受付中︕

おかげさまで盛況のうちに終了しました
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国内資源
由来肥料

 国内肥料資源の利⽤拡⼤に関する取組をさらに促進するため、全国推進協議会の会員企業
が利⽤できるロゴマークを新たに作成。

 ロゴマークは会員企業が掲載する関連ウェブサイトや広報活動資料、⽣産・販売する国内
資源由来肥料に貼付して利⽤することが可能。

 ロゴマークの利⽤にあたってのルールが浸透してきたことや改正要望が複数寄せられたこ
とから、⽣産現場での普及・利⽤拡⼤を図るため、令和７年12⽉に利⽤規程を改正。

⽣産現場での利⽤拡⼤に向けた取組を推進
（国内肥料資源推進ロゴマーク）

HP、webサイト
パンフレット

名刺

国内肥料資源推進ロゴマーク

①国内肥料資源の利⽤拡⼤に向けた全国推進協議会の
会員（無料）であること

②国内肥料資源推進ロゴマークの利⽤申請を⾏い、許
諾を得ること

③肥料包装へロゴを貼付したり、肥料のチラシにロゴ
を掲載する場合にあっては、対象となる肥料で、必ず
国内資源が含まれる肥料であること

【●▲株式会社】は、国内肥料資源
の利⽤拡⼤に賛同しています

【●▲株式会社】は、国内肥料資源
の利⽤拡⼤に賛同しています

ロゴマークの利⽤にあたって

ロゴマークの利⽤の範囲

〇広報活動への利⽤
（パンフレットやHP等への掲載）

〇肥料包装（肥料袋）への貼付
※貼付対象肥料は13種
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 グレースケールのロゴマークデータを作成。グレースケールのロゴマークの利⽤申請が可能となった。
 単⾊利⽤も可能とするが、単⾊利⽤を希望する場合には、申請者が、単⾊のロゴマーク案と肥料袋への使
⽤イメージを提出（別記様式１－２）し、農林⽔産省農産局技術普及課農産局技術普及課が個別に判断する。

 グレースケール及び単⾊での利⽤を希望する場合には、別紙ガイドラインに従うものとする。

改正点１︓ロゴマークのグレースケール及び単⾊利⽤

⽣産現場での利⽤拡⼤に向けた取組を推進
（国内肥料資源推進ロゴマーク）

改正点２︓ロゴマーク利⽤対象肥料の適⽤拡⼤

 化成肥料でも、国内資源を利⽤していれば、ロゴマークを貼付できるように
なった。

注意事項

 化成肥料は、原料を変更しても原料表⽰をする必要がない肥料であるが、原料
を国産から輸⼊に変更した場合にはロゴマークを使⽤しないこと。

 原料を国産から輸⼊に変更した場合に、ロゴマークを貼付したままにしてお
くと違反に問われる可能性があるため、その点に注意してロゴマークを使⽤
すること。

国
内
資
源
由
来
肥
料

対象とする肥料 13種類

① 特殊肥料
② 汚泥肥料
③ ⾷品残さ

加⼯肥料
④ 有機質

肥料

⑤ 回収リン

＋ 化学肥料

⑥ 混合堆肥複合肥料

⑦ 混合汚泥複合肥料

⑧ 指定配合肥料
⑨ 指定化成肥料

➉ 特殊肥料等⼊り
指定混合肥料

⑪ ⼟壌改良資材⼊り
指定混合肥料

⑫ 菌体りん酸肥料

⑬ その他（農林⽔産
省農産局技術普及課⻑
が認めたもの）

 ロゴマークを貼付できる肥料として、「⑬その他（農林⽔産省農産局技術普及課⻑が認めたもの）」を追加。
 国内資源が肥料原料として含まれていることが確認でき、かつ、国内資源由来の肥料原料が調達不可となった
場合でも、輸⼊肥料原料へ容易に変更されないことが⾒込まれるものであれば、個別に認める。
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 国内肥料資源の利⽤拡⼤に関する会員の皆様からの
情報を随時受け付け、多様な関係者による情報や知⾒
をタイムリーに発信しています。

（例）公益社団法⼈⽇本下⽔道協会が９⽉13⽇に開催
する「下⽔道タウンマッチングin名古屋市」を、事前に
情報提供いただき、全国推進協議会HPに掲載したもの

リンク先

※公益社団法⼈⽇本下⽔道協会の

当該イベントの開催案内サイト

先進事例の横展開・関連情報の提供①
（全国推進協議会HPにおける情報発信）
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 全国各地の多様な主体による国内資源由来肥料の活⽤事例を、３つの国内肥料資源（１．家畜ふ
ん、２．下⽔汚泥資源、３．その他（⾷品残渣等）別に収集し、現在、128事例を公表しています。

リンク先

先進事例の横展開・関連情報の提供②
（国内資源由来肥料の活⽤事例の紹介）

リンク先
⽬的に合わせて

検索可能︕

都道府県別の
⼀覧を作成

国内肥料
資源別に

掲載

リンク先
各事例の取組
を１枚に取り
まとめて紹介
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受賞取組紹介

 海外からの輸⼊原料に依存した肥料から、堆肥や下⽔汚泥資源等の国内資源を活⽤した肥料へ積極
的に転換を図る取組や地域で効率的に資源循環を推進する取組をおこなっている肥料原料供給事業
者、肥料製造事業者、肥料利⽤者を表彰。

 令和7年度（第2回）の受賞者は以下のとおり。令和８年１⽉21⽇（⽔）に全国町村会館（東京都
千代⽥）において、農産局⻑賞、畜産局⻑賞、上下⽔道審議官賞を表彰。

 受賞した９件の取組をまとめた事例集を公開。

農林⽔産省 農産局⻑賞
三興株式会社

農林⽔産省 畜産局⻑賞
⼗勝清⽔町農業協同組合

国⼟交通省 上下⽔道審議官賞
特定⾮営利活動法⼈
循環型 環境・農業の会

国内肥料資源の利⽤拡⼤に向けた
全国推進協議会 奨励賞

ENEGGO株式会社

興部町

県南環境保全センター株式会社

有限会社⼭陰ネッカリッチ

バイオ液肥研究コンソーシアム

ヒガシマル醤油株式会社

富⼠⾒⼯業株式会社

真庭市・真庭広域廃棄物リサイクル
事業協同組合

⼤和フロンティア株式会社

先進事例の横展開・関連情報の提供③
（国内肥料資源利⽤拡⼤アワードの実施）

表彰式の様⼦

受賞者⼀覧
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